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 令和７年１１月教育委員会定例会会議録 

 

１　期　　日　　令和７年１１月２６日（水）開会　午後３時００分 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 閉会　午後３時５５分 

 

２　場　　所　　旭市役所３階政策決定室 

 

３　出席委員 

向後　依明（教育長） 

鈴木　典男（教育長職務代理者） 

冨山　　理 

平野　勝久 

田村　俊雄 

 

４　出席職員　 

教 育 総 務 課 長　　　 飯 島 　 正 寛 

学校教育指導室長　　　 遠 藤 　 忠 義 

生 涯 学 習 課 長　　 江波戸　政和 

スポーツ振興課長　　　 林 　 甲 明 

教育総務課副課長　　　 松 井 　 恒 久 

教育総務課副課長　　　 八 馬 　 裕 樹 
（学校再編室長兼務） 
生涯学習課副課長　　 浪 川 　 真 理 

（旭市図書館長兼務） 

スポーツ振興課副課長　　　 安 藤 　 克 浩 

教育総務課総務班副主幹　  加 瀬 　 悦 子　 

 

５　教育長開会宣言 

 

６　教育長挨拶 

・１１月も終わりに近づき、朝晩の冷え込みが増し、冬の足音が少しずつ聞こえて　

参りました。また、木々は色づきから落ち葉へと移り変わり、季節の歩みを確かに

感じる今日この頃でございます。 

・そして、本日１１月２６日は語呂合わせから｢いい風呂の日｣と言われています。　

寒さが深まる時期、大人たちが温かいお風呂で心とからだを整えるように、学校　

現場においても、子どもたちが安心して過ごせる“あたたかさ”を感じる環境　　

づくりを大切にしてしなくてはと考えております。 

・さて、新しい教育大綱がスタートして約８か月となりますが、この間、各小中学校

では教育大綱や指導の指針を踏まえ｢郷土愛や夢を育む教育｣を経営の重点に位置　



2 

づけ、様々な取組を進めてくれております。 

・そして、多くの学校では、特色ある教育課程の編成や創意工夫ある教育活動により、　

子供たちの好奇心を高めたり、心を動かしたりする、多様な学びや体験を取り入れ

ると共に、ふるさと学習とも連携させて、その効果を一層高めようと努力しており

ます。　 

・一方、教育委員会(生涯学習課)では、今月１３日に｢旭市家庭教育学級合同学習会

（講演会）｣を開催いたしました。講師として、柔道史上初のオリンピック２大会　

連続オール一本勝ちにより金メダルを獲得した谷本 歩実さんを迎え、｢夢を叶える 

思考力｣という演題でご講演いただきました。当日は、１００名を超える保護者を　

はじめ、多くの一般市民が参加してくださいました。子育て真っ只中の保護者に　

とっては、子供たちが抱いた｢夢や大きな目標｣を実現させるための具体的な関わり

方や支援等の在り方について、たくさんのヒントやポイントを学ぶ、たいへん貴重

な機会になったと感じております。 

・教育大綱の基本理念に基づいて、教育委員会と学校はもとより、保護者と地域の　

ベクトルも同一方向を指し、一致協力して子供たちの成長を支える、そのような　

取組が一層求められると考えます。このことを、しっかり胸に刻み、今後も本市　

教育行政の充実に努めて参りたいと考えますので、引き続き委員の皆様にもご協力

の程よろしくお願いいたします。 

 

７　会議録署名委員の指名　　冨山委員　　平野委員 

 

８　教育委員会報告 

・資料により委員会報告及び行事予定を説明する。 

 

９　議題 

報告第２号　臨時代理の報告について 

 

・報告第２号を議題とする。 

 

【教育長】 

・報告第２号の説明を求める。 

 

【教育総務課長】 

・報告第２号について、説明をする。 

 

報告第２号　臨時代理の報告について 

 

《質疑》 
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【委員】 

・電気設備、機械設備、外構改修、建物といろいろな工事が行われますが、全体の額

はどれくらいかかるのかお伺いします。 

 

【教育総務課長】 

　・全体額といたしましては、９億６，４３４万８千円です。今回の建築工事の契約額は

５億３，３２８万円ですが、その他、電気設備は２億９００万円で契約の相手方は　

鈴木電設(株)、機械設備は１億３２６万８千円で契約の相手方は鈴木工業(株)、外構

改修は１億１，８８０万円で契約の相手方は大真工業(株)です。 

 

【委員】 

　・一般競争入札で業者が提示する金額が合わず、随意契約にならざるを得なかったと　

いうことですか。 

 

【教育総務課長】 

　・委員おっしゃるとおりです。入札は２回行いましたが、いずれも不調となりまして、

最終的に３回目は随意契約ということになりました。業者は、市内７社、準市内とい

うことで市内に支店がある１社の計８社で見積もり合わせを行い、決定したものです。 

 

【委員】 

　・以前、中学校の新築で３０億円程であったと記憶していますが、今回大規模改修工事

で９億円かかることについて、新築でないのにこれだけかかるのは高い印象を持ち　

ます。新築、大規模改修の見極めはどのようにしているのでしょうか。 

 

【教育総務課副課長（学校再編室長）】 

　・新築費と大規模改修費で開きがあります。建物の耐久・耐用年数のこともありまして、

平成２７年度当時の中学校の新築工事全体事業費は約３３億円でした。その後、物価

の高騰もあり、今回は大規模改造で約１０億円となっています。１０年前と比較し、

物価高騰による大きな開きが生じております。 

　・以前、海上地域の再編に係る資料で、旧海上中学校を今新築した場合にどれだけかか

るかを比較した際の金額は、５６億円程度でした。 

　・今回の契約額は、物価高騰の中でも過去の実績等も十分比較して決定したものです。 

　　 

・報告第２号については、全会一致で了承する。 

 

１０　その他 

【教育総務課長】 

・点検評価報告書に係る学識経験者からのご意見にある｢教育委員会会議の議案｣に　　

ついて説明する。 
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・給食だよりを配付する。 

・学校再編ＮＥＷＳを配付する。 

・情報誌を配付する。 

 

【学校教育指導室長】 

・教育活動の現況について報告する。 

 

【学校再編室長】 

　・学校再編の進捗状況について報告する。 

 

【生涯学習課長】 

　・姉妹都市 沖縄県中城村の琉球舞踊と組踊の上演会｢糸蒲の縁｣について説明する。 

　　　　　 

【スポーツ振興課長】 

　・あさひスポーツフェスティバル２０２５の結果について報告する。 

・第３回ぽるぽろの結果について報告する。 

・パラ卓球ナショナルチーム旭合宿について説明する。 

・旭市民駅伝大会の中止について説明する。 

 

《質疑等》 

【委員】 

・旭市休日部活動地域移行保護者説明会の出席予定者が１００名を超えているようです

が、どのように申し込むのでしょうか。 

 

【生涯学習課長】 

　・広報紙やテトルで、市内の小学校６年生と中学校１年生のご家庭に申込制でご案内を

しており、二次元コードで申し込めるようになっています。興味のある方を含め、

当日の参加も受け付けることとしております。 

 

【委員】 

・保護者説明会についてですが、お子さんをお持ちの保護者からは学校統廃合のこと、

部活動の地域移行のことをよく聞かれます。保護者説明会が一度であるなら、対象を

学年で限定せず、いろいろな方法でオープンに周知したほうがいいのではないで　　

しょうか。そうでないと、後で知らなかったという保護者がどんどん出てくると思い

ます。 

・１０月３１日に干潟小で開催された千葉県教育研究会学校図書館教育部会研究発表　

大会で、物語から給食献立を作るプロジェクトの授業がありました。物語と食を融合

したすばらしい授業を見させていただきました。旭市の学校給食でも行っていますが、

特色ある食育として、いい取組であり、参考になりました。 
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【教育長】 

　・参考にさせていただきます。 

 

【委員】 

・学識経験者からの意見に対する見解の説明がありましたが、以前出した点検評価報告

書に係る学識経験者の意見についてか、あるいは新たに回答を求められたものなのか

お聞きします。 

 

【教育総務課長】 

　・今回の報告事項は、８月にご報告いたしました点検評価報告書にありました学識経験

者からの意見についての報告です。 

 

【委員】 

・部活動地域移行の資料に｢３市担当者会議より｣とありますが、他の２市もそれぞれ　

具体的に取り組んでいるのでしょうか。 

 

【学校教育室長】 

　・銚子市では旭市より先行しており、業務委託により地域移行を進めているとのこと　

です。一方で、その取組が学校現場に周知が行き届かない点が課題とされているよう

です。 

　・匝瑳市では地域にあるそれぞれのクラブに声掛けをしている段階とのことです。 

 

【委員】 

　・進み具合に差があります。他市の状況や課題等を整理して、一歩ずつ進めていって　

いただきたいと思います。 

　・学校再編室から、これから海上地域の統合小学校の学校名を募集するという説明が　

ありました。鶴巻・滝郷・嚶鳴の校名の由来が沿革誌にあると思いますので、各学校

の校長は知っておいてほしいと思います。 

　・沖縄から創作組踊｢糸蒲の縁｣の上演にいらっしゃるとのことですが、その費用は　　

どうされるのですか。 

 

【生涯学習課長】 

　・ユネスコ無形文化遺産に指定されておりまして、文化庁の補助を受けて中城村で負担

しています。先日、旭市２０周年記念式典に姉妹都市として中城村長がいらっしゃい

ましたが、２０周年とは関係なく、各地で上演している中で、今回旭市にいらっしゃ

います。 

 

【委員】 
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　・沖縄交流事業の交流会の会場が昨年から潮騒ホールになりましたが、会場が広くなっ

たことから後方の保護者まで声が届きにくいようでした。来年は工夫をしていただき

たいと感じました。 

　・それぞれの子供たちの挨拶に、｢（中城村）どんなところが違うのか｣、｢（旭市）　

沖縄県との違いは何か｣という言葉がありました。そういったことに参加者が興味を

持っいることを強く感じました。違いを知ることから交流の意味を感じました。 

 

【教育長】 

　・発表を舞台下で行いましたが、舞台上で行えば後方の方にもよく見えてよかったので

はないかと感じました。会場づくりについては、今後改善していきたいと思います。 

 

【委員】 

　・以前の会場はコンパクトであったため、作品が小さくても見えました。会場に合わせ

て作品を作るのは負担が大きいので、広い会場でも少しコンパクトに設置するなど、

工夫をして行く方法もあると思います。 

 

【教育長】 

・次回の教育委員会定例会は、１２月１９日(金)午後３時に開会することに決定する。 

 

１１　教育長閉会宣言 

 

 


